
シーズン後(7月～8月)の抗体保有率変遷
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山梨県では国の調査の一環で、県民の方の
Ⅰ ウイルスへの感染状況
Ⅱ ウイルスに対する免疫力
の調査を継続して実施している

インフルエンザは定期的に流行する背景

？

山梨県におけるインフルエンザウイルス

ウイルスへの免疫力
～抗体をゲットせよ～

感染症として問題になるインフルエンザ

山梨県の感染状況
 ～敵を知る～

●大流行→減少、感染少ない→増加する傾向

●コロナ禍の2020/21～2021/22シーズンはゼロ

●近年B型(山形系統)は確認されていない
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●前シーズンに流行すると
抗体保有率が増加する傾向

●感染の少ない次の年は
抗体保有率が減少する傾向

●コロナ禍の2021~22年は減少
その後流行前よりも低く推移

●山梨県と全国の抗体保有率は
その増減が類似

感染リスクと対策
～コロナ禍からのヒント～

毎年異なるウイルスが
複数感染する可能性

(同じ年)

(次の年)ウイルスの変異

ウイルスの型

抗体保有率の変化

ウイルスの型や
ウイルスの変異ごと

抗体が必要

免疫力の要 抗体とは

H1

H3

ビクト
リア

山形

特定のウイルスを攻撃す
るために抗体は作られる

抗体は基本的に
他型のウイルス
には作用しない

全国や世界との比較
～山梨県の特徴を知る～

全国と抗体保有率比較  流行するウイルスの特徴

インフルエンザは
   南半球→北半球で流行する   

同じ島国のオーストラリア
と比較

全国との比較

南半球との比較

●山梨、日本、世界で検出ウイルスの型は類似

●コロナ禍の2020年から検出数激減
その後、2022年はオーストラリアで激増、日本では少ないまま推移
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同じような割合でウイルスが検出

●山梨県では前シーズンの流行の型が影響

●山梨県では前シーズンの流行状況が影響

南半球で流行している年は特に感染対策が重要
 南半球の流行状況は日本ひいては山梨の流行状況と一致する傾向がある。

流行しなかった次の年は要注意
感染者が少ない次の年は免疫を持たない人が多く、流行リスクが高い。
コロナ禍後は長期的に多くの感染者が報告されている。

ワクチン接種だけでなく
一般的な感染対策がなにより効果的

 コロナ禍は感染者が激減し、2022年はオーストラリアより感染者少ない
 ＝感染対策がしっかりされていた時は抗体をもたずとも感染者が少ない
 ことから、感染対策の効果がわかる。

インフルエンザに感染しないためには

山梨県衛生環境研究所 北爪 美帆 大沼 正行

 
山梨県での
Ⅰ ウイルスの流行とその傾向
Ⅱ 免疫力の変化
→かからないためのヒントを探る

目的 発症者を減らすための感染対策方法を探る

Ⅰ Ⅰ

Ⅱ

山梨県ではどんなウイルスが感染しているのか

山梨県のシーズン毎(9月～次の年8月)の感染ウイルスの変遷

全国の流行≒山梨の流行

（件）

●日本と世界もおおむね同じ傾向
コロナ禍後は異なる傾向

●山梨県と日本全国は同じ傾向

●コロナ禍で減少し、現在も低い
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※出典:全国の値は国立健康危機管理研究機構感染症情報サイト 過去データアーカイブ参照
（https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/iasr/data/050/index.html）

値はWorld Health OrganizationのINFLUENZA LABORATORY SURVEILLANCE INFORMATION参照（https://worldhealthorg.shinyapps.io/flunetchart/）※出典:
’12    ’13      ‘14      ‘15      ‘16      ‘17      ‘18      ’19      ‘20     ‘21      ‘22       ‘23      ‘24

全国の値は国立健康危機管理研究機構感染症情報サイト(https://
id-info.jihs.go.jp/diseases/a/influenza/100/about-flu.html）※出典:

山梨県民の方はどんな抗体を保有しているのか

検査数が異なるため
単純な比較は難しいことに注意

免
疫
細
胞

AH3およびB山形
も同様の傾向
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